
 

●
 「
未
来
へ
つ
な
ぐ
 

　
し
が
文
化
活
動
応
援
事
業
」
 

　
応
援
し
た
み
な
さ
ん
の
活
動
を
 

公
開
し
て
い
ま
す
！
 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
県
内
で
の
展
覧
会
や
公
演
が
中
止
・
延
期
と

な
る
な
ど
、
文
化
芸
術
活
動
の
機
会
が
失
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
県
で
は
、
県
民
や
芸
術
家

の
方
々
が
文
化
芸
術
活
動
を
再
開
す
る
た
め
の
費

用
を
支
援
す
る
「
未
来
へ
つ
な
ぐ
 し
が
文
化
活
動

応
援
事
業
」
を
実
施
し
、
対
象
と
な
る
文
化
芸
術

の
取
組
を
広
く
募
集
し
て
き
ま
し
た
。
 

そ
の
結
果
、
令
和
２
年
度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
の
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
や
「
３
密
」
を
避
け
た
お

祭
り
体
験
な
ど
、
２
３
８
件
の
取
組
を
申
請
い
た

だ
き
ま
し
た
。
ど
の
取
組
も
様
々
な
工
夫
に
よ
っ

て
感
染
症
対
策
が
施
さ
れ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で

も
楽
し
め
る
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
も
の
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

現
在
、
こ
れ
ら
の
取
組
の
成
果
物
（
取
組
内
容

を
紹
介
す
る
記
録
集
や
動
画
な
ど
）
を
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。
（
写
真
①
〜

④
）
ぜ
ひ
、
読
者
の
皆
様
も
ご
覧
い
た
だ
き
、
滋

賀
で
活
躍
す
る
様
々
な
活
動
者
の
文
化
芸
術
作
品

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

 

●
 後
援
名
義
の
使
用
申
請
・
報
告
は
、
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ご
利
用
を
！
 

 　
文
化
芸
術
関
連
行
事
を
開
催
さ
れ
る
際
、一
定
の
条

件
を
満
た
す
場
合
、
後
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
（
２
０
２
０
年
）
１
月
よ
り
滋
賀
県
公
式
受
付
サ
イ

ト
『
し
が
ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス
』
で
の
申
請
・
報
告

が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。デ
ー
タ
で
作
成
し
た
書
類
を

印
刷
、
郵
送
す
る
手
間
が
省
け
、
書
類
の
デ
ー
タ
が
揃

え
ば
そ
の
ま
ま
ネ
ッ
ト
で
申
請
・
報
告
が
で
き
ま
す
。

後
援
名
義
の
申
請
・
報
告
を
さ
れ
る
際
は
、
是
非
『
し

が
ネ
ッ
ト
受
付
サ
ー
ビ
ス
』
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！
 

＊
詳
し
く
は【
し
が
ネ
ッ
ト
　
後
援
名
義
】で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。
滋
賀
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 

（
https://w
w
w
.pref.shiga.lg.jp/ippan/buna

kasports/bunkageizyutsu/1
2
2
8
6
.htm
l）
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滋賀県の文化

滋
賀
県
文
化
情
報
 

『
え
ん
む
す
び
』

① 能楽ホールでのフルートとピアノのコンサート

② 書と舞と音のコラボレーション

③ 高宮お祭り体験教室

④ 子どもの夢づくり支援プロジェクト

【未来へつなく　しが文化活動応援事業の 
ホームページと QR コード】 

 

https://www.pref.shiga.lg.jp/ippan/bunakasports/
bunkageizyutsu/314207.html
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 「猫
＋
動
物
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
 

３
年
に
一
度
の
祝
祭
 

　
　
Ｎ
Ｃ
Ｌ
湖
南
「
コ
ニ
ャ
ン
ナ
ー
レ
」
実
行
委
員
会
 

　
 ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　
中
森
　
健
 

 ●
宿
場
町
の
魅
力
＋
動
物
と
の
共
生
 

「
コ
ニ
ャ
ン
ナ
ー
レ
」は
東
海
道
五
十
一
番
目
の
宿

場
町
と
し
て
栄
え
た
湖
南
市
石
部
で
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
か
ら
生
ま
れ
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。「
あ
る
も
の
」
か
ら
「
な
い
も
の
(新
し
い
価
値
)」

を
生
み
出
す
ア
ー
ト
の
力
に
よ
り
、
様
々
な
交
流
を

活
性
化
す
る
こ
と
で
東
海
道
の
宿
場
町
の
魅
力
や

湖
南
市
に
あ
る
滋
賀
県
動
物
保
護
管
理
セ
ン
タ
ー

が
目
指
す
「
人
と
動
物
と
が
共
生
す
る
豊
か
な
社
会

づ
く
り
」
を
多
く
の
県
民
の
方
々
と
共
に
実
現
し
て

い
き
た
い
と
の
思
い
か
ら
２
０
２
０
年
１
月
よ
り

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

「
猫
＋
動
物
」を
テ
ー
マ

に
し
た
三
年
に
一
度
の

祝
祭
(動
物
に
感
謝
し
、

生
き
る
こ
と
を
喜
び
、ロ

ー
カ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
一
緒
に
育
て
る
ア

ー
ト
で
ク
リ
エ
ィ
テ
ィ

ブ
な
祭
り
)を「
猫
好
き
な
人
々
に
と
っ
て
記
念
と
な

る
２
０
２
２
年
(ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
年
)」に
開
催
し
、「
い

の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
が
テ
ー
マ
の
２

０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ

と
を
目
標
に
実
行
委
員
会
形
式
に
て
運
営
し
て
い

ま
す
。
 

 ●「
猫
ね
ぶ
た
」
で
ま
ち
づ
く
り
 

「
美
の
滋
賀
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
に
採
択
さ

れ
た
本
年
度
は
２
０
２
２
年
に
向
け
た
芸
術
環
境

整
備
事
業
と
位
置
付
け
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
中
心

に
事
業
を
展
開
し
ま
し
た
。
「
猫
ね
ぷ
た
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」は
青
森
県
弘
前
市
出
身
の
講
師
を
迎
え
、石

部
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
工
芸
室
に
て
５
回
開
催
。

親
子
で
参
加
で
き
る
ア
ー
ト
作
品
づ
く
り
と
し
て

地
域
の
方
々
に
好
評
を
得
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
参
加
人
数
を
限
定
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

は
少
し
残
念
に
思
っ
て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
度
は

４
月
よ
り
同
セ
ン
タ
ー
工
芸
室
に
て
「
猫
ね
ぷ
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」を
月
１
回
実
施
す
る
予
定
で
す
。２

０
２
２
年
(ニ
ャ
ン
ニ
ャ
ン
年
)に
は
猫
好
き
の
お
店

に
「
猫
ね
ぷ
た
」
が
飾
ら
れ
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の

よ
う
に
県
内
の
お
店
が
回
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
が

で
き
た
ら
と
今
か
ら
妄
想
し
て
い
ま
す
。
 

 ●
多
文
化
交
流
目
指
す
 

ま
た「
コ
ニ
ャ
ン
ナ
ー
レ
」で
は
様
々
な
交
流
の
中

で
も
多
文
化
交
流
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
モ
デ

ル
事
業
と
し
て
東
近
江
市
に
あ
る
「
ラ
チ
ー
ノ
学
院
」

と
連
携
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
人
メ
デ
ィ
ア
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

の
イ
ゴ
ー
さ
ん
を
オ
ン
ラ
イ
ン
講
師
に
迎
え
、
動
物

を
テ
ー
マ
に
し
た
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
制
作
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
湖
南
市
旧

青
少
年
自
然
道
場
T
E
Z
U
K
U
R
I N
O
 K
U
N
Iの
環

境
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。私
達

の
活
動
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か

り
な
の
で
多
く
の
仲
間
を
募
集

し
て
お
り
F
aceb
o
o
kに
て
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。ご
興

味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
 

h
ttps://w
w
w
.facebook.com
/ 

kon
yan
n
ale

滋賀県の文化

M
ade in S
higa 

 - 身
近
に
感
じ
る
「
美
」
の
世
界

県
内
で
実
施
さ
れ
て
い
る
「
美
の
滋
賀
」
づ
く
り
に
関
す

る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

制作された猫ねぷた

お店に飾られた猫ねぷた

アニメーション・ワークショップの様子

 環境整備中の旧青少年自然道場
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６
月
27
日
に
よ
う
や
く
再
開
館
を
迎

え
る
滋
賀
県
立
美
術
館
（
旧
名
称
・
滋
賀

県
立
近
代
美
術
館
）
の
最
初
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
展
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
絵
巻
物
、

掛
軸
、
屏
風
と
い
っ
た
形
状
は
日
本
美
術

に
お
い
て
よ
く
見
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
作
品
は
人
の
手
で
開
か
な
け
れ
ば
鑑
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
作
品
を
開
く

と
い
う
行
為
と
美
術
館
が
開
く
と
い
う
期

待
の
二
重
の
意
味
を
込
め
て
展
覧
会
タ
イ

ト
ル
を
付
け
ま
し
た
。
 

「
桑
実
寺
縁
起
絵

く
わ
の
み
で
ら
え
ん
ぎ
え

巻ま
き

」（
重
要
文
化
財
、近

江
八
幡
市
・
桑
實
寺
所
蔵
）
は
絵
巻
の
宝

庫
で
あ
る
滋
賀
県
が
誇
る
名
品
の
ひ
と
つ

で
す
。今
回
の
展
覧
会
で
は「
桑
実
寺
縁
起

絵
巻
」
と
そ
れ
に
関
連
す
る
資
料
を
拝
借

し
、こ
の
作
品
を
導
き
手
と
し
て「
パ
ノ
ラ

マ
の
視
点
」「
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く
」「
祈

り
の
情
景
」
の
３
つ
の
観
点
か
ら
当
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
ま
す
。
 

「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」
は
、
近
江
国
繖
山

き
ぬ
が
さ
や
ま

に
あ
る
桑
實
寺
の
創
建
と
本
尊
の
薬
師
如

来
の
由
緒
を
記
し
た
縁
起
絵
巻
で
、
第
12

代
将
軍
足
利
義
晴
の
注
文
に
よ
っ
て
詞
書

の
草
案
を
三
条
西
実
隆

さ
ん
じ
ょ
う
に
し
さ
ね
た
か

が
、
絵
を
土
佐

と

さ

光み
つ

茂も
ち

が
制
作
し
て
お
り
、
三
条
西
実
隆
の
日

記
や
絵
巻
の
奥
書
な
ど
か
ら
注
文
主
、
詞

書
筆
者
、絵
師
、注
文
の
経
緯
な
ど
が
判
明

し
て
い
る
と
い
う
点
で
大
変
貴
重
で
す
。

絵
を
担
当
し
た
土
佐
光
茂
は
宮
廷
絵
所
預

え
ど
こ
ろ
あ
ず
か
り

の
絵
師
で
、
京
都
と
近
江
を
行
き
来
し
て

制
作
し
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
特
に
下

巻
第
一
段
に
描
か
れ
る
蒲
生
野
の
田
園
風

景
の
パ
ノ
ラ
マ
描
写
は
室
町
絵
巻
の
中
で

も
白
眉
の
出
来
で
す
。
本
展
で
は
ご
所
蔵

者
様
は
じ
め
関
係
者
の
皆
様
に
ご
配
慮
い

た
だ
き
、展
示
場
面
を
４
期
に
分
け
、会
期

中
い
つ
で
も「
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
」を
観
覧

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
の
展

覧
会
が
地
域
の
文
化
財
や
当
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
新
た
な
一
面
を
知
っ
て
い
た
だ

く
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

白眉！　蒲生野の田園パノラマ

滋賀県の文化

重要文化財「桑実寺縁起絵巻」（二巻）、詞：後奈良天皇・青蓮院尊鎮・三条西実隆、絵：土佐光茂、近江八幡市・桑實寺所蔵（京都国立博物館寄託） 
下巻第一段（部分）（７月27日～８月８日展示予定）

県
美
へ
の
誘
い

「
ひ
ら
け
！
温
故
知
新
 

―
重
要
文
化
財
・
桑
実
寺
縁
起
絵
巻
を
手
が
か
り
に
―
」
展
に
寄
せ
て
 

滋
賀
県
立
美
術
館
　
学
芸
員
　
大
原
 由
佳
子 似顔絵　吉川紀子



71

 ●
名
作
オ
ペ
ラ
《
カ
ル
メ
ン
》
を
愉
し
む
　
 

　
　
　
　
び
わ
湖
ホ
ー
ル
　
総
括
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
　
  舘
脇
　
昭
 

 新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
舞
台
芸
術
公
演
に
影
響
を

与
え
始
め
て
か
ら
１
年
以
上
が
経
ち
、い
ま
だ
に
厳
し
い

状
態
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
先
頃
、
関
西
元
気
文
化
圏
賞

の
受
賞
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。昨
年
３
月
に
ワ
ー
グ
ナ

ー
《
神
々
の
黄
昏
》
（
ニ
ー
ベ
ル
ン
グ
の
指
環
全
４
部
作

の
最
終
作
）
を
無
観
客
で
上
演
し
、
無
料
ラ
イ
ブ
配
信
を

行
っ
た
こ
と
が
、コ
ロ
ナ
禍
の
文
化
イ
ベ
ン
ト
の
あ
り
方

に
一
石
を
投
じ
、文
化
を
通
じ
て
関
西
か
ら
日
本
を
明
る

く
元
気
に
す
る
こ
と
に
貢
献
し
た
と
い
う
こ
と
で
、特
別

賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
賞
は
２
０
１
７
年
に
「
び

わ
湖
ホ
ー
ル
四
大
テ
ノ
ー
ル
」
も
い
た
だ
い
て
お
り
、
び

わ
湖
ホ
ー
ル
と
し
て
は
２
度
目
の
受
賞
で
す
。大
変
名
誉

な
こ
と
で
あ
り
、今
回
の
受
賞
を
励
み
に
新
型
コ
ロ
ナ
に

負
け
な
い
公
演
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。
    

本
号
で
は
、６
月
の
イ
タ
リ
ア
の
シ
チ
リ
ア
島
か
ら
来

日
を
予
定
し
て
い
た
パ
レ
ル
モ
・
マ
ッ
シ
モ
劇
場《
仮
面

舞
踏
会
》
公
演
の
ご
紹
介
す
る
筈
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
で
今
年
３
月
の
現
地
公
演
の
目
途
が
立
た
な
い
こ

と
か
ら
日
本
公
演
も
中
止
と
な
り
ま
し
た
。海
外
オ
ペ
ラ

は
、
10
月
の
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
歌
劇
場
」
（
び
わ
湖
ホ

ー
ル
初
登
場
）
の
《
魔
笛
》
公
演
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
。
 

さ
て
、
７
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
は
、
新
国
立
劇
場
と

提
携
し
て
ビ
ゼ
ー
作
曲《
カ
ル
メ
ン
》を
上
演
し
ま
す
。指

揮
は
沼
尻
竜
典
、
演
出
に
は
一
昨
年
に
《
ト
ゥ
ー
ラ
ン
ド

ッ
ト
》公
演
で
圧
倒
的
な
印
象
を
残
し
た
ア
レ
ッ
ク
ス
・

オ
リ
エ
を
迎
え
、
山
下
牧
子
、
谷
口
睦
美
、
村
上
敏
明
、
砂

川
涼
子
と
い
っ
た
日
本
を
代
表
す
る
ソ
リ
ス
ト
を
迎
え

ま
す
。新
国
立
劇
場
で
12
公
演
と
び
わ
湖
ホ
ー
ル
で
２
公

演
行
い
ま
す
が
、び
わ
湖
ホ
ー
ル
声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は

14
公
演
全
て
に
合
唱
で
参
加
し
ま
す
。
ま
た
、
新
国
立
劇

場
の
６
公
演
（
鑑
賞
教
室
）
と
び
わ
湖
ホ
ー
ル
公
演
に
は

声
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
卒
業
生
６
名
が
ド
ン
・
ホ
セ
や

ス
ニ
ガ
と
い
っ
た
ソ
リ
ス
ト
で
出
演
し
ま
す
の
で
、ど
う

ぞ
お
楽
し
み
に
。
 

滋賀県の文化

オ
ペ
ラ
日
和

●
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
 

び
わ
湖
ホ
ー
ル
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
 

 ２
０
２
１
年
度
の
び
わ
湖
ホ
ー
ル
年
間
ラ
イ
ン
ナ

ッ
プ
は
、40
事
業
59
公
演
と
こ
れ
ま
で
と
同
等
の
規
模

で
活
発
に
事
業
を
展
開
し
ま
す
。
オ
ペ
ラ
（
６
演
目
12

公
演
）、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
公
演
、各
種
リ
サ
イ
タ
ル
、演

劇
、
ダ
ン
ス
、
バ
レ
エ
、
古
典
芸
能
公
演
な
ど
、
年
間

を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
舞
台
芸
術
を
お
贈

り
し
ま
す
。大
・
中
・
小
ホ
ー
ル
と
も
約
24
分
間
で
会

場
の
空
気
が
循
環
す
る
抜
群
の
換
気
性
を
誇
り
ま
す
。

徹
底
し
た
感
染
対
策
の
も
と
公
演
を
行
い
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
安
心
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

沼尻竜典オペラセレクション　 
　　　　ビゼー作曲 オペラ ≪カルメン≫ 

全３幕（フランス語上演・日本語字幕付） 

 
日　時　2021年7月31日(土)・8月1日(日) 　　 

指　揮　沼尻竜典 

演　出　アレックス・オリエ 

出　演　山下牧子、谷口睦美、村上敏明、清水徹太郎、 

　　　　砂川涼子、石橋栄実　ほか 

合　唱　びわ湖ホール声楽アンサンブル、新国立劇場合唱団 

管弦楽　東京フィルハーモニー交響楽団 

チケット  18,000円～2,000円 

　　　　６月６日発売

2019年7月《トゥーランドット》公演の模様


